
患者氏名： 主治医： 受け持ち看護師：

月日 ／

項目 手術2日前 手術前日

検査
・身長、体重測定
・採血があります

活動・安静度 ・特に制限はありません ・特に制限はありません

食事 ・特に制限はありません

清潔 ・特に制限はありません

・特に制限はありません

腹腔鏡下幽門側胃切除術を受けられる患者さんへ

達成目標

・採血があります
（手術直後）
・採血
・レントゲン

・採血
・レントゲン

術前オリエンテーションが理解できる

・トイレまで歩けます
　（初めての歩行時は看護師が付き添います）

患者様及び
ご家族への説明

栄養指導
服薬指導

治療・薬剤
（点滴・薬剤）

・処置
・リハビリ

排泄

／

術後１　～　３日目 術後４～８日目　退院

・特に制限はありません
・寝る前に下剤を飲みます

・へその掃除を行います
・除毛後にシャワーを浴びて頂
きます

・麻酔科より説明があります

・鼠径部の下の除毛を行います

・寝る前に下剤を服用します

.５分粥食から毎日食事形態が変わ
ります

・朝は麻酔科の指示により飲水制
限があります。前日の夜に看護師
がお伝えします
（手術後）
・終日、食事・飲水はできません
（医師の許可があればうがいはで
きます）

／ ／　～　　／ ／　　～　　／

・絶飲食の必要性、ベッド上安
静、離床の必要性について説明し
ます
・手術中のご家族は３階デールー
ムにて待機して下さい
・場所を移動される時は必ずス
タッフへお声かけ下さい

・夕食まで食事ができます
・21時以降の食事はできません

・必要物品の確認をします
・ハサミ等危険物を預かります

手術当日

・手術中に尿の管が入ります
・手術後に、排便がしたい時には
ナースコールでお知らせ下さい

・朝、歯磨きをしてください
（肺炎予防のため）
・清潔ケアは行いません

・術後はベッド上安静です
（体の向きは変えられますが、看
護師が手伝います）

・創部の観察を行います
・医師が診察し点滴、ドレーン（管）を抜きます
・傷口の確認を行い、必要に応じて消毒・ガーゼ交
換を行います
・痛みの程度に合わせて鎮痛剤を使用します
（痛みは我慢せずにお知らせください）
・医師の指示に従って持参された内服を開始します
・状態にあわせて歩行練習を開始します

退院指導内容を理解できる症状を伝えることができる
症状を伝えることができる
歩行することができる

・持参された薬の確認を薬剤師が
行います
・手術までの流れや必要な物品の
説明を行います
・呼吸指導を行っていきます

・創部の観察を行います

・手術前に手術衣に更衣し、弾性
ストッキングを履きます
・手術が２番目以降の方は朝から
点滴をします
・手術から帰って来たら心電図、
フットポンプを装着します

・特に制限はありません
・状態に合わせて行動範囲を広げて
いきます

この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。
諸所の理由で経過通りに行かない場合もありますことをご了承下さい。

・何も飲んだり食べたりすることができません
・医師の指示で水分摂取から始まります
・手術後３日目の昼食より食事が出ます
（食事は一度に摂取せず、分食という方法をとりま
す。方法は食事開始時に説明します）

・採血
・レントゲン
・胃透視をすることがあります

・状態にあわせて体を拭きます
・髪の毛は看護師が洗います
・肺炎予防のために歯磨きは必ず行ってください

・シャワー浴を行います

・パンフレットを使用し入院オリ
エンテーションを行います
・パンフレットを使用し、手術の
オリエンテーションを行います
・医師から手術の説明がありま
す。（説明の日時は医師と相談し
てください）

・特に制限はありません

　　　  　　　　宮崎大学医学部附属病院

・ダンピング症状、食事摂取方法、
分食方法についてパンフレットに
沿って退院指導を行います
・退院前に栄養指導があります

・状態をあわせて尿の管を抜きます


